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新生児仮死の予後には,種々の程度があり,軽いものは NICU に入院する必要もなく順調に

育つ一方,重症のものでは,NICU に入院し,積極的に集中治療されても後遺症を残すものが

ある。仮死の予後調査は施設毎に入院児を対象になされることが多く,地域ぐるみの予後

調査はほとんどない。しかし,精神遅滞で神経外来を訪れるひとは NICU 入院の病歴のない

ひとが多いために,地域ぐるみの予後調査をすることは重要であると考えられる。

鳥取県において,ハイリスク児の予後調査を地域単位に 7年間続け,興味ある結果を多数得

ると共に,予後調査の問題点もいくつか明らかとなった。新生児仮死児の発達予後調査を

通して,その問題点の一部を述べる。


